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「社会」以前と「社会」以後──明治期日本におけ
る「社会」概念と社会的想像の編成






その他のタイトル "Shakai" izen to "Shakai" igo: Meijiki nihon
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の態度をとる必要があるといえる。
　そのためにわれわれがとるべき方法的視点のために、ここでは簡単に想像力と経験
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と、それが生きられる場
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、是全く東洋人種になき所たり















Economy, for Use in Schools, and for Private Instruction（William and Robert Chambers, 













4　 たとえばトクヴィル、松本礼二訳『アメリカのデモクラシー』第 2 巻上、岩波書店、2008 年、第二部
第五章ほか。
5　 滞欧中のメモは、帰国後、福沢諭吉『西洋事情』初編（1866 年刊）に結実した。
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と云う。
ソサイチー即ち党というは人民未だ国をなさざる以前にて、郷党の生という義なり。
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、其の他各々其業をなすものは悉くソサイ
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チーの中にありて
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、なお時計の組立の如く一点の塵の如きは害なしと雖も
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、車歯の一
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つを欠くときは其用をなすこと能わざるが如し
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、其交際愈広ければ一身の幸福愈大なるを覚るものにて、即ち是人間交際
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を起点として civil な関係と civil society の現実化を試みる実践が立ち上げられたのであ
る。
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るところの社会」（1875 年 7 月 28 日、末松謙澄『東京日日』社説）、「民権の貴重すべきを主
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　おわりに
　現在の日本語において、とりわけ学術の世界においては、普遍的な概念であることを前
提して用いられることが多い「社会」という言葉であるが、ここまで見てきた明治期日本
のケースが示すとおり、この概念がさまざまなローカルな言語－文化へと導入される過程
は、むしろ〈近代〉の多様性を指し示すものであるように思われる。「社会」はこののち
中国・朝鮮半島・ヴェトナムといった東アジアへと拡散していったが、それぞれで異なる
軌跡を描いたはずである。ある言語にとって、ある概念が他の言語から翻訳的に輸入され
たものであったとしても、その意味編成のプロセスまでが輸入されたものであるわけでは
ない。意味編成は、必ず個別のコンテクストに従うことになる。こうした非―ヨーロッパ
世界のさまざまな〈近代〉の「社会」概念の具体相を明らかにすることは、必ずや〈近
代〉とは何かという問いを深めることにつながるだろう。「社会」のような基本概念にお
いても、それを意味づけるコンテクストや経験は大きく異なっているという認識は、異な
りあう言語－文化間における共通理解のありようについて、われわれを再考させるはずで
ある。
　もちろんローカルな言語－文化にとっても（この場合は近代の日本であるが）、この作業
はそれぞれの「社会」概念を鍛えていくうえで不可欠である。「社会」は高度に専門的な
学術的用法から、ごく通俗的な一般的な議論に至るまで幅広く用いられる言葉である。学
術的・専門的な定義の洗練は、身体感覚と化した日常的でやや混乱してさえいる意味とは
しばしば切断されている。だが、日常性の水準に根差した意味を取りこぼすなら、「社会」
についての有意義な議論を行うことは困難になるだろう。そしてこのような日常的な意味
こそ、固有の歴史的コンテクストによってもたらされたものなのである。
